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平成３１年度第１回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：平成３１年４月９日 

                    担当部・課：健康部健康推進課〔内線２４１５〕 

① 件  名 

風しんに関する追加的対策の実施について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  平成３０年７月以降、３０代から５０代の男性を中心に風しん患者が増加しており、制度上、同

世代の男性は風しんの予防接種の機会が無く、抗体保有率が８０％と低い状況にある。 

  平成３２年には東京オリンピック・パラリンピックが開催され、人の往来が活発化し、国内で流

行している感染症が当該期間中に拡大する恐れがあることから、早急に風しんの発生及びまん延を

予防するための対策が必要となっている。 

  その中で、国は平成３３年度末までに対象世代の男性の風しん抗体保有率を９０％以上に引上げ

ることを目標に掲げ、風しんに関する追加的対策に取り組むこととしている。 

 

【目的】 

風しんの発生及びまん延を予防し、感染症の拡大を防止するもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 予防接種法（昭和２３年法律第６８号） 

 予防接種法施行令（昭和２３年６月３０日法律第６８号） 

 定期接種実施要領 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

平成３１年２月 予防接種法施行規則の一部改正 

 予防接種法施行令の一部改正 

４月 集合契約締結（全国知事会・日本医師会） 

⑤ 主な内容 

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性（対象世代の男性）を 

風しんに係る定期の予防接種の対象者として追加する。 

【風しん追加的対策の実施方法について】 

(1) 抗体検査の受検目標の達成に計画的に取り組むため、３か年計画（平成３１年度～平成３３年度） 

で段階的に行う。 

(2) １年目（平成３１年度）は、昭和４７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性に対し、

風しんの抗体検査及び予防接種のクーポン券を送付し、抗体検査後、抗体価が低い者に対し、予

防接種を行う。 

(3) なお、１年目にクーポン券を送付しない昭和３７年４月２日から昭和４７年４月１日生まれの男

性についても、希望があれば、クーポン券を発行し抗体検査を受検できることとする。 

(4) ２年目以降については、国からの対応方針が示され次第、実施方法を検討する。 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

追加的対策により、風しんの発生及びまん延を予防し、感染症の拡大防止に寄与するもの。 

【市財政への負担】 

  予防接種費、その他委託料等 

平成３１年度 ３５，１０１千円 

平成３２年度 ３８，９８０千円 

平成３３年度 ３８，９０３千円 

計 １１２，９８４千円 

財源：抗体検査 国庫補助１／２、市１／２ 

予防接種 ９割が地方交付税措置 

  ※６月補正予算要求予定 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 国で定めている定期接種のため、全ての自治体で実施 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

 平成３１年４月   石巻市予防接種費用助成要綱の一部改正（平成３１年４月１日施行） 

４月下旬 対象者にクーポン券を発送 

５月   抗体検査、予防接種の実施 

 平成３４年３月   風しんに関する追加的対策の終了 

⑨ その他 

 

 


